
■6 月定例愛知県議会開会

6 月 14 日開会の 6 月県議会には、18 億 2 百万余円増

の一般会計補正予算並びに、株式会社デンソー及び西尾市

の開発要請を受け西尾次世代産業地区約 52ha の造成工

事に着手するため 2 億の企業会計（用地造成事業）の予算

関係 2 件、既存の法律ではヤードの実態把握・ヤードにお

ける盗難自動車の解体の未然防止及び将来に向けた悪質

ヤードの排除が不十分なためヤードにおける盗難自動車の

解体の防止に関する条例の制定など条例関係が 6 件、公安

委員会並びに人事委員会の委員の同意案件を含むその他

の議案 7 件が上程されました。委員会等の審査の後、閉会

は参院選の公示が想定される前日の 7 月 3 日の予定です。  

【豚コレラの緊急対策】…約 12.5 億円(内国庫約 3 億円) 

5 月 17 日に田原市で確認された 10 例目に係る緊急対

策(防疫対策の推進、農家経営支援)、早期出荷促進対策、

防疫体制強化、母豚の生産頭数拡大等 

【小規模事業者の経営革新】…0.32 億円(内国庫 1/2) 

小規模事業者の経営革新計画に基づく新商品開発等に

助成(補助率 2/3 上限百万円)すると共に伴走支援を実施 

【2026 年アジアパラ競技大会の可能性】…約 0.17 億円 

 第 5 回アジアパラ競技大会(第 1 回は 2010 年中国広州)につ

いて名古屋市と共に開催可能性の検討調査等を実施 

■稲沢市内の犯罪、交通事故発生状況 
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●天皇皇后両陛下のご臨席を仰ぎ第 70 回全国植樹祭開催

●稲沢高校ののぼりと稲沢高校等のスクールステイの苗木の贈呈

 
交通安全スリーＳ運動 

Ｓｔｏｐ（ストップ）Ｓｌｏｗ(スロー)Ｓｍａｒｔ(スマート) 
 推進宜しくお願いします！ 

稲沢警察署管内の昨年の犯罪の発生件

数(刑法犯の認知件数)は 817 件で前年比

566 件の大幅減を達成、県全体でも約 1

万件減の約 5万5 千件まで減少しました。

右図は県警資料から『県民の身近で起きる

犯罪』399 件(前年比 351 件の減)の小学

校区別の発生状況です。ワースト 3 は稲沢

西、高御堂、下津です。 

交通事故死者数は 1 人増の 4 人、人身

事故死傷者数は 518 人で前年比 27 人の

減少です。校区別では稲沢北が 11 人減に

対し千代田は 19 人増、死傷者数は下津が

65 人で最多です。愛知県の交通事故死者

数は 68 年振りに 200 人を切り 189 人

でしたが 16 年連続ワースト 1 位でした。 
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【平成 30 年小学校区別の県民の身近で起きる犯罪発生状況】 
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【平成 30 年管内人身交通事故小学校区別発生状況(人)】 



■あいちレポート 2018 から① 

あいちビジョン 2020 推進のために社会状況の変化を踏まえつ

つ本県を取り巻く構造的なテーマについての分析、取組状況と今後

の方向などについて紹介したあいちレポート 2018 からの抜粋です。 

【第 1 章】愛知の地域づくりを巡る現状と課題 

１．愛知県の人口構造 

・人口は 2017 年から自然

減に転じたものの社会増

により人口増加が継続 

・高齢者 1 人を支える現役

世代(生産年齢人口)の数

は 1965 年には 13.4人

だったものが、2015 年 

 2.62 人に、2045 年には 1.66 人まで減少見込み 

・平均寿命と健康寿命の差は男性約 8 歳、女性約 10 歳 

2．愛知県を取り巻く経済環境と産業・就業構造 

・県内総生産は約 39 兆 5 千億円

(2015年度)で大阪府を抜いて全

国 2 位、製造品出荷額等は 1977

年以来 41 年連続全国 1 位 

・産業構造は第 2 次産業(特に製造

業)の割合が高く全国に比べて 2

倍近く付加価値額特化係数も高

いが、情報通信業などの第 3 次産 

業の付加価値額特化係数は全国値以下 ・自動車産業の環境変化 

・農業産出額は 3 千億円前後で全国 7 位、但し順位は低下傾向 

・農業就業人口は減少傾向にあり 2015 年は 63,736 人、平均年

齢は 65.8 歳、65 歳以上の割合は 61.6％に上昇 

・民有林のスギ、ヒノキ等の人工林

の割合が 63.6％で全国 3 番目、

木材利用可能(10 齢級以上)な面

積が 8 割以上で本格的な利用期 

・海面漁業・養殖業の生産量は全国

16 位、全国的に 1984 年をピー

クに大きく減少 

・中小企業の労働力不足が深刻化、 

経営者年齢のピークも 65～69 歳と高齢化 

・2018 年の労働力人口は 415 万人超、現状の推移では 2035

年頃に 400 万人を下回り、2045 年頃には 360 万人程度に 

・第 4 次産業革命による変革の波 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●稲沢防犯協会連合会総会(写真は地元

県議を代表しての鈴木の祝辞)、稲沢市防犯

交通安全推進協議会総会、稲沢交通

安全協会・稲沢安全運転管理協議会合

同総会が関係の皆様がご出席のもと開

催され、ご尽力頂いている団体・個人の

方々に感謝状等が贈呈されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●稲沢市消防団副団長の川口啓司氏

が長年のご功績により消防庁長官表彰

(永年勤続功労章)を受賞されました。第

6 分団(大里地区)を長年牽引してこられ

たその雄姿に感謝です。 
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●令和元年度環境保全関係功労者表

彰式が行われ NPO 法人祖父江のホタ

ルを守る会(山内会長)が地域在来のヘ

イケボタルの保護事業や生息調査など

の環境保全活動の功績により『長年に

わたり環境保全活動の推進に尽力し顕

著な功績をあげた団体』として環境保全

活動功労を受賞されました。 

 

 

 

 

 

 
      
  

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

21 日 JA 愛知西通常総代会 
22 日たんぽぽハウス祝賀会 

23 日国府宮神社御田植祭 
25 日稲沢商工会議所通常議員総会 

7 月 6 日青少年健全育成市民大会 

御即位後初の地方訪問、長い待機の時間                      の末でしたが天皇皇后両陛下に

拝謁が叶い頂いた立場に感謝です。陛下の『歴史の重み、先人の努力、健全な森を次世代へ造るのは私たちの使命、愛知か

ら、未来へ向けて』というお言葉に感動です。未来へつづくまちづくりへ 一生懸命働きます。 愛知県議会議員 鈴木じゅん 

・ ・ ・ 

 

鈴木です 


